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国道２２９号 乙部町館
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土砂崩れによる通行止めについて（第３報） 

～ 被災規模が判明 ～ 

 

 

 
 

 

 

 

【被災規模】 

 地山崩壊土砂：幅＝約３５ｍ、高さ＝約４０ｍ、奥行き＝約５ｍ（約７，０００ｍ３） 

 現道堆積土砂：幅＝約１５ｍ、高さ＝約 ６ｍ、延長＝約３０ｍ（約２，０００ｍ３） 

 ※地山崩壊土砂のうち、約５，０００ｍ３は擁壁背面に堆積 

 

６月７日（月）１４：００現在の国道の通行止め区間について 

【規制区間】 変更なし 
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 約Ｌ＝１．８ｋｍ 

 

【迂 回 路】 変更なし 

国道２２９号～国道２７７号～八雲北檜山線～国道５号～八雲厚沢部線～ 

国道２２７号～国道２２９号   約Ｌ＝１３８．１ｋｍ 

 

 

※道路の通行規制情報はこちらをご覧ください。 

「北海道地区道路情報」 http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/RoadInfo/ 

 

 

 

 

 令和３年６月６日１８時頃、国道２２９号爾志郡
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において、土砂崩れが発生したこ

とから、爾志郡
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の約Ｌ＝１．８ｋｍにおいて、国道通行止めをし

ています。 

 本日、専門家等による現地調査を行い、被災規模が判明しましたのでお知らせします。 

 災害要因や今後の対策等については、引き続き検討を行っています。 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局 函館開発建設部 

         広報官      齊藤 整 （0138）42-7702（内線 216） 

道路計画課長   武田 祐輔（0138）42-7614（内線 351） 

函館開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/hk/ 



６／７ 土砂崩れによる被災状況 国道２２９号乙部町館浦



函館開発建設部管内通行止め箇所図
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